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はじめに
前田富祺氏（一九九二）は仮名遣いについて、
定家仮名遣いとか歴史的仮名遣いとかいう規範についての考え方も重要であるが、資料ごとに実際に用いられている仮名遣いの実態を明らかにしてゆくことが必要である。…（略）…語頭とか語末などの位置によってあるいは前に同じ仮名が使われているかどうかによっ 変体仮名を使い分けたり、万葉仮名を視覚的な効果を考えて使ったりするなどの場合は 用字法とし 考えるべきである
（１
（。
 
（ 「国語文字史研究の課題」 ）
と述べる。また、 今野真二氏 （二〇〇一） の 『仮名表記論攷』 には、
「仮名文字遣」に問題をしぼった場合、鎌倉時代における
藤原俊成、藤原定家を中心とした論考、室町時代・江戸時代における種々の文献についての論考が存する。しかし、当然のことながら調査、分析は個々の文献を単位として行われるのであり、 〈文字社会〉と う視点から全体を俯瞰し再構築する必要は今後の課題として残されている
（２
（。
と指摘があり、大山祇神社の連歌を取り上げて、仮名文字遣いに関する考察がある。
語頭の「お」 「を」の仮名遣いについては、拙稿（二〇一三）
で近世初期の一六四八年成立から一六八一年刊までの俳諧集一〇種を資料とした考察結果を提示した
（３
（。一六九九年刊の契沖
による「歴史的仮名遣」以前の俳諧集であり、なお定家仮名遣が影響を及ぼしているのかを見るためである。その結果、概ね定家仮名遣と 致するが、中には筆者個人の文字遣いが見え、
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必ずしも定家仮名遣に準じるものではなく、一〇俳諧集より時代が下る俳諧集では、語頭の「を」が次第に「お」へ推移する過程を見ることができた。そこでは、異体仮名 ついては述べなかったが、近世の狂歌や俳諧を表記の観点から見ると、表記法の一つとして平仮名 基本字体に混じり異体仮名が多用され、特に漢字の原形をとどめる画数の多い漢字を表音文字として用いることに注目される。
そこで、本稿では、狂歌集『古今夷曲集』 『吾吟我集』 『半井
卜養狂歌』を中心として、 『古今和歌集』を視野 入れつつ異体仮名の文字遣いの実態を調査 、それは狂歌特有の文字遣いであるのか、画数の多い異体仮名を使用す 意図を考えてみたい。『古今夷曲集』は、古今の狂歌一〇六一首を集め、一六六六年に刊行された生白堂行風編の狂歌集である
（４
（。新日本古典文学
大系の『七十一番歌合・新撰 集・古今夷曲集』 解題には「書名は最初の勅撰集『古今和歌集』にちなむ」とあり、また、後ろの解説には「近世の狂 の基礎を築いたのは、俳諧と同様に、細川幽斎から和歌・歌学・連歌・狂歌・文芸全般にわたって教導を受けた松永貞徳である」と記される。
一方『吾吟我集』は、石田未得の六五八首の狂歌を収める作
品集であり、刊記は不詳であるが、序文には、
わか後の世のかたみにも残れとて。慶安二年四月中旬に。題なきに筆をくはえて。此書のあてどころは。むさし野の草のゆかり あるものひとりふたりのためばかりに。あづまのえびす哥。
とあるので、刊行は慶安二年頃であるとされる
（５
（。
　
もう一本の『半井卜養狂歌』は、 「寛文九年仲春日」の奥書
の後に九首を増補し 一八四首の狂歌を収めた卜養自書を転写した狂歌集である
（６
（。
ここで、狂歌の源流を振り返って見ると、古くは、 『万葉
集』巻十六の三八二一番・三八四〇～三八四七番・三八五三～三八五四番では、題詞 「嗤歌」と記される戯笑歌と「答歌」があり、 『古今和歌集』巻十九には「誹諧歌」と記す一群がある。
同時に、 『万葉集』巻八（一六三五番）の題詞には「尼作
　二頭
句
　一并大伴宿祢家持所
　レ誂
　レ尼續
　二末句等
　一和歌一首」と記され、
尼が詠む上の句と家持が詠む下の句で一首を成す唱和としての最古の例が見え、俳諧の源流をも『万葉集』に見 こ ができる。
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狂歌・俳諧には上記のような歴史があり、室町末期頃から両
者の律文は文芸ジャンルとして独立するようになる。近世初期においては、 『古今夷曲集』の編者行風を含め、貞門の俳人たちは狂歌の作者でもあり、俳諧と同様に、遊戯的な性格を有する点、また、掛詞・縁語の技巧を駆使し、古典文学作品を俗語化す 共通性を持つ点などから、狂歌と俳諧は別種の文芸として判然と分れる律文ではない。『日本古典文学大辞典』の『古今夷曲集』の項には、 『古今夷曲集』の編者行風は、書名のみでは く、 「序文は歌謡の詞を多用した『古今集』序のもじりで、巻頭は堂上、二首目は編者という配置も にならう」と記され 吾吟我集』もまた、 『新日本古典文学大系』の解説に 「書名だけでなく、序・冒頭第一首までが『古今和歌集』のパロディ ある」と記述があることから 文字遣いにおいても『古今和歌集』を反映するものであるの 、鎌倉期写 の『古今和歌集』での使用実態を書き加え、比較して考えることにした 。『古今和歌集』では、 藤原定家系統の写 『蒔絵小箱三代集本』
『貞応二年本』 『嘉禄二年本』を瞥見してみると、使用回数は少ないものの、上記の写本の中には 「勢」 「羅」 「禮」 「連」などの画数の多い漢字を表音文字として用いるの 見え、 『万葉集
仮名書歌巻でも「勢」 「羅」が多用されることから、伝統的な表記文字として『万葉集』とも関連付けら のではないかと想定されるので、簡単に『万葉集』 （以下歌句のみ） の使用状況も付け加えておくこと する
（７
（。
さらに加えて、 「し」の異体字「志」は、語頭に来るのが通
常とする中で、異例が見えることから、 「志」にも少し触れ以上の四字とともに 検討を試みること したい。
なお、 今野真二氏（二〇〇九）が「和歌や連歌においては（韻
をふむことではなくて）五拍、 七拍の組み合わせ すなわち「音数律」が規定されているのであり そのことからすると 律文」とでも呼ぶべきか
（８
（」と述べることに倣い、本稿では俳諧や狂歌
を「律文」と呼ぶことにする。
一
　
画数の多い異体仮名「羅」 「勢」の使用実態
　
矢田勉氏（二〇〇六）の「定家の表記再考」に、音声外要素
の例として、 異体仮名の使い分けに関する次の様な記述がある。
異体がなの使い分けは、その分布を樹形図的に整理することが出来ないという点において、はじめから「体系的でない」 。仮名書記・漢字仮名交じり書記で分節位置指定の機
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能を有する要素のうち、完全な体系性を有するのは、 「分かち書き」と「句点」のみである。異体がなの使い分けと同様、 「読点」は分節位置の全てを表示するものではないという点で、不十分な体系性しか有しない 漢字・片仮名―平仮名の書き分けも同様である
（９
（。
また、 「書記要素の解釈」では、 「読解者は、社会的規範に基
づかない要素間の分布の偏り等を、自分にとって未知の新たな規範として認知することがありうる」といい、機能的要素を、分節や語を指定するものと考える傾向があると記される
（（1
（
。本稿
では、 定家の異体仮名の使い けを主目的とするのではないが、複数字体併用の文字意識のあり方は、近世の律文にも通じるものがある。俳諧集や狂歌集を清書する上で、画数の多い異体仮名を用いること 作業上効率的ではない られるの何故画数 多い漢字で書き表すのか、そこには何か意図があるのか、狂歌三資料中での使用例を挙げ、考えていくことにしたい。（以下例文中項目におく異体仮名以外は平仮名で記し、 （
　
）内の
漢数字は歌番号を示す。 ）
一―一
　「羅（ら） 」
『古今夷曲集』には次の一例のみが見える。①明石の人丸の旧跡はいつの代にか城をとりたて羅るゝとて
二の丸の外へ移され今あるは昔の所にはあらすと人のいへ連はよめる。
（六〇一前書き）
　『新日本古典文学大系』の脚注には、
明石城は元和五年
（一六一九）
に小笠原忠真により築かれ、
その地にあった人丸社は城の東の丘に移された。 和歌の神、また「火止まる」に通うことから火伏せの神として信仰された。…（略）…明石城へ 憚りから匿名の作とし も 。
とあり、明石城主に対して控えめに述べた文言であることを「羅」に託し、言語外の表現意図がそこにあらわれている。
『吾吟我集』には、②夜嵐に霞の衣もま連てや
う羅らに今朝の日のしかけけん
（四二）
③のりかけのつゞ羅おりしてつかれたる　　
馬には沓
くつ
をうつの山こし
（四七九）
④世中をおもへは夢そうつゝ羅か　　
八万歳も名のみのこ連り
（六二四）
と「羅」の表記が自立語に見える。②は「ら」を踊字にするの
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ではなく、変字法として「羅」で書記し、③④は視覚的に単語「つゞら」 「うつゝら」を際立たせるのに、効果的な文字遣いといえる。詞書は長文であるが歌数では最少の『半井卜養狂歌』での使用数は、 『古今夷曲集』一例、 『吾吟我集』三例に比べ最も多く、 「羅」の用例には一八例 あり いくつかの用例を挙げてみたい。
⑤酒のふてめてたくいはふ十炷
しゆ
香の
客きやく
も亭
ていしゆ
主もきや羅〳〵わらひ
（五）
　
⑥我に歌よめ定る久しきや そくの花見なれはは羅み句
く
や侍
らん
（二七前書き）
　
⑦をのかなのゑはみもやらて志まつ鳥
　　
うき世の羅くをしらすなのうへ
（三〇）
　
⑧かきくけこおこそとのほもよろこひは
　　
過分至極にお志や りるれろ
（五八）
　
⑨きら〳〵と 羅めく上に志ら〳〵と
　　
しらけはてたる雪の白鷺
（七六）
⑤⑦では、語頭・語尾に「羅」を置き、分節の機能を有し、
且つ⑤は、 「十
炷しゆ
香」の縁語として香料の意を持つ「伽羅」を
掛け、重層効果をねらう「羅」であり、 「きや羅〳〵」は一首を構成する上で重要な語と捉えられる。⑧は おしやらり と
「らりるれろ」を掛け、ラ行の始まりを明示するための異体仮名「羅」なのだろう。また、⑨の前書きには「金の扇子に雪のしら鷺を書て哥よめといふ」とあり、 七六番の歌本文では「ら」が四回使われる中で、金の扇子が印象的であったから、 「きらめく」を強調するための文字遣 と推察する。
これら以外に、歌本文では「ひ羅〳〵」
（七一）
「つ羅つきそ
かし」
（九〇）
「ゆひたて羅れて」
（九六）
「は羅り」
（九九）
「う
羅嶋」
（一六〇）
があり、 前書きでは「ふ羅んらむ」
（四七前書き）
「か羅人の」
（八四前書き）
「とう羅ん」
（一二九前書き）
「ひらさ
羅に」
（一三一前書き）
「う羅おもて」
（一五九前書き）
「めつ羅しき」
（一六〇前書き）
などの「羅」の用例がある。
では、 『古今和歌集』写本での表記の実態はといえば、 「羅」
の使用例を見ると『嘉禄二年本』 『貞応二年本』には見えず、 『蒔絵小箱三代集本』では序文に五例と「雪のかし羅にふりかゝりける」
（八前書き）
「時もあ羅ましものを」
（七四六）
「ぬしゝ羅ぬ」
（二四一）
「露も
ゝ羅し
をか」
（二六一）
など二一例の「羅」の表
記が見え、連綿体で書けば平仮名「し」や踊字などと判別 難い場所、あるいは分節を示すために「羅」が使われると捉えることができる。 『蒔 は、 『半井卜養狂歌』とは所収する歌数に差異があるので、単純には比較できないが、他
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の『古今和歌集』二種の写本と比較すると多用されているのは認めることができる
（（
（
。
因みに、 『万葉集』での「羅」の使用例は、 二七例中、 地名「新
羅」に四例があり、それを除く二三例中「許能提羅周〈このてらす〉 」
（巻五
　
八〇〇）
などと、 「玉毛湯良羅尒 〈たまもゆららに〉 」
（巻一三
　
三二四三）
「徃良行羅二〈ゆくらゆくらに〉 」
（巻一三
　
三二七四）
のように、変字法に使われる用例が見える。
一―二
　「勢（せ） 」の使用実態
『古今夷曲集』には二三例があり、若干の例を挙げると①諸の御
み
社やしろ
にも鏡をかけらるゝは丸うて空うてよろつ直
すなほ
に移
るを見勢志め給ふなるへし
（序文２オ）
②志やんとさせら連よと女かたへ戻さ勢これより五百八十年
と祝ふを丸うなつたといひ
（序文３オ）
③當座に月の和歌よま勢給ひ
（行風
　
二一五前書き）
④祈る也若衆にはあらす和歌の道に　　
冥加のあら勢玉津嶋姫
（来焉
　
二九七）
⑤八朔に誹諧連歌の百韻を書てえさ勢よと望める人にかきて
遣しける奥に
（器音
　
五一一前書き）
など使役の助動詞に使われると同時に、 「給ふ」と連接して敬
もろ〳〵
意を表すことがある。因みに、 『新日本古典文学大系』の④の脚注には「玉津嶋姫」の「玉」 は「あらせ給へ」の「たま」を掛けるとあり、 「勢」には尊敬の意が内蔵されていると捉えられる。一方『吾吟我集』には、 「勢」の用例が見えないが、 『古今夷曲集』の集中 を出典とする中に「勢」を使う例があり、次に呈示してみる にす
⑥山城の木幡の里に馬はか勢と　　
駄だ
賃ちん
なき身はかちにてそゆく
（未得
　
三一六）
・山城のこはた 里に馬はかせと　　
駄ちんなき身はかちにてそゆく
（ 『吾吟我集』五一一）
⑦双六によ勢て不逢戀を
（未得
　
三八六前書き）
・寄双六戀
（ 『吾吟我集』三五三題詞）
⑧住吉乃きしま勢ぶりにねばふして　　
やにこき人はまつに気の毒
（未得
　
三九五）
・住吉乃きしませふりにねばふして　　
やにこき人はまつに気のとく
（ 『吾吟我集』三〇二）
⑥～⑧は 『古今夷曲集』 では、 「せ」 に異体仮名 「勢」 を使うが、
『吾吟我集』では、 「勢」を使うことなく、両者の表記に異同があり、筆者個人による文字遣いの相違が見える。『半井卜養狂歌』には次の二例がある。
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⑨川か勢に笠をとら禮たは一条か　　
二条かまこと三条のはし
（一〇〇）
⑩あるし
酌しやく
とりしわかきものにのませて盃
さゝ勢
侍けれは
 
（一五三前書き）
　
⑨では分節位置を示す文字として、 「川かぜ」に勢いの意味
を含む「勢」を当てたのは、順当な文字とことばの対応であるだろう。
以上「羅」は『半井卜養狂歌』での使用が最も多かったが、
「勢」は『半井卜養狂歌』では二例、 『吾吟我集』には例がないのと比較して、 『古今夷曲集』では二三の用例があり、三書の中では最も多く、狂歌集による書記態度の違いが窺える。
参考までに、 『古今和歌集』の写本での用例 挙げると、定
家自筆の『嘉禄二年本』には、
勢をせけはふちとなりてもよみとけり
別をとむる志からみそなき
（八三六）
と「勢」の例が一例見え、この和歌では、 『蒔絵小箱三代集本』では「瀬」で書記し、 『貞応二年本』では平仮名「せ」を使い、三者三様の表記が見える。 嘉禄 「勢」を行頭に使用したのは、⑨の「川か勢」と同様に、流れが急であることを示す表意的用法として 勢」を用いたと捉えると同時 、行頭
に下の「せけは」の「せ」とは違う重みをもたせたかったのではないだろうか。 『蒔絵小箱三代集本』の「勢」の用例には「をこ勢」
（一六七）
「おほ勢」
（二五）
と八三六番の歌の三首に「せ」
の異体仮名として使用され、 『貞応二年本』では、
　　
名とり河勢々のむもれ木あらはれは
　　　
いかにせむとかあひ見そめけむ
（六五〇）
と、表語文字「瀬」を異体仮名 勢」で表記する例がある。
以上のように、 「勢」の使用実態を見てきた結果、その用法
としては、使役の助動詞「させる」の「せ」に多用され、その中でも「給ふ」 「奉る」と併用し、尊敬表現に用いられることがある。それは画数の多さからくる厳とした風格を持つことによるものと考えられ、ことばに適応す 異体仮名を採 しているとみ ことができる。
因みに、 『万葉集』中での「勢」には、一七一例があり、 「羅」
よりも用例数が多く、一七一例中一一七例が仮名書歌巻にあらわれる。一例として、巻一の三八番には「國見乎爲勢婆〈國見をせせば〉 」と尊敬を表す「せ」に 勢」を う あり、狂歌集とも共通する ころがある。
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二
　「れ」 に当てる異体仮名 「連」 「禮」 の二種を取り上げて
『古今夷曲集』では「れ」に「禮」の異体仮名を当てる用例は見つけ出せなかった。 「連」には二三二例があり、序文には　
①四角柱やかとらしや角
かど
のないこそそひよけ連
（序文
1ウ）
　
②我國は国津神の御国な連は
（序文
2オ）
などの例があり、巻第一の例の中には　
③そ連は杵
きね
是は木の根にこぼ連けり
小米の花の風にくたけて
（未得
　
四九）
と詠む一首がある。③は『吾吟我集』を出典書とし、 そこには、
・そ連はきね是は木のねにこほ連けり
　
小米の花の風にくだけて
（ 『吾吟我集』九六）
とあり、 『古今夷曲集』では「きね」 「ね」を漢字で表記し、 『吾吟我集』は仮名表記という違いがあるが、 「連」には異同がない。一首の中で 「連」と「れ」を併用する場面が多い中で、③のように、 「連」を複数回使い「れ」を併用しない例として三七九番には、
④祐成も助三も虎を思ひ人
そ連は大礒こ連は大坂
（保友
　
三七九）
とある。この歌では「そ連は大礒」と「こ連は大坂」が対句になってい から同じ「連」を使ったと見る。また、掛詞とするために「連」を使う例では四一一番の「連ん木」がある。　
⑤下女と下
しもべ
部味噌をする〳〵する眤
ち
話は
を
いはば連ん木のかたらひならん
（伊貞
　
四一一）
『新日本古典文学大系』の脚注には、 「れん木」に「 「連理」の語らい（男女の深い契りをいう常套句）に「連木」 （すりこぎの上方語）を掛けた」とあり、掛詞を想起させるための文字遣いと考えられる。次に『吾吟我集』の「連」を見ると、使用例には一四一例が
あり、例えば序文の中の一首に、
⑥いつはりのなきやうな連どいかゞはと　　
中なかうど
人口にはう連しがなしき
（七）
と「れ」を併用しない例が見える。本文では、
⑦秋かけて鳴わたりぬる連ん
やくの
羽かひの露やおも荷なるらん
（一九〇）
などがあり、右の「れんじやく」は題詞に「秋鳥」とあるのでレンジャク科の鳥を意味するのだろう。同時 、 第五句に 「おも荷」とあることから、江戸時代に物を背負うの 用いた背負子の「連雀（ 「連尺」とも） 掛けていると考えられ、異体仮
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名としての「連」は、掛詞の機能を担っていると解することができる。
一方「禮」には次の一例が見える。⑧古今の序をけがし。つたなき詞にまねぬる事。そのをそ禮
おもはぬにしもあらねぞ。
（序文）
序文で「連」が三八例と多用される中で、 『古今和歌集』に
対する謙譲表現として、右の一例 み「禮」を以て表記する。「礼」は平仮名「れ」との判別が難しい中で、次の一首では、字形が漢字として画然と判断 で異体仮名の例とした。　
⑨思ひ志みて思ひきるにもきら礼ぬは
身より出せるさひ刀かも
（三五九）
『半井卜養狂歌』では、⑩さそ清
きよ
くやあらん志かあ連と我思ふには
（一二二前書き）
⑪下戸なれは餅こそよけれ酒のめと
おしや連はまことにこわひこわいひ
（一五一）
　
⑫うら嶋太郎かもちたる
棹さほ
とて人の
く連ける
名物
な連は
 
（一六〇前書き）
などと、 「志いら連」
（一六九）
「心地こそす連」
（一七二）
「侍連は」
（一五九前書き・跋文）
「有け連は」
（一七七前書き）
「なりけ連は」
（一八二前書き）
「いつ連にや」 「連いの狂歌」 「せめら連て」
（以
上一八三前書き）
など「れ」を書き表す異体仮名として四八例
の「連」が見える。 「禮」には二七例があり、 『古今夷曲集』用例なし、 『吾吟我集』一例に比べて用例数 多い。
⑬大
だいはんにや
般若と云
いふ
菊の花誠に大な連はみな人めてけるにその中な
る人我に哥よめ定る久しきやくそくの花見
（
那ママ
）
なれはは
らみ句や侍ら そ禮は面白からす何にても當
たうざ
座の哥よめと
戯け連はその言葉かりてよめる
（二七前書き）
　　　　
＊『卜養狂歌集』 （松会版）には「那」がない。
右の文の「そ禮」は前文を指示し、書かれた事柄を強く否定
することから、強調を表すための用字と捉え、 「連」と 連の間に変字法として「禮」を用いたと推察する。
⑭犬の子に目なかけそ又きにかけそ　　
や禮〳〵うふきちんてう〳〵
（一一八）
⑮う禮しさに見るよりはやくふた〳〵と　　
あけをはうはふ雪のみくすり
（七〇）
このほか「 かり」
（一二九前書き）
「せき禮い」
（一三六
前書き）
などとともに、前書きの最後に「～け禮は」から歌本
文に入ることが多く、二七例中前書きに二二例が見える。
因みに、 『古今和歌集』における「連」 『嘉禄二年本』では、　　
あは連てふ事の葉ことにをくつゆは
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昔をこふる涙なりけり
（九四〇）
の一例のみがあり、 「禮」と表記する例は見えない。 『蒔絵小箱三代集本』の「禮」の用例には、 「たてまつ禮」
（一七七）
「さゝ禮」
（三四三）
「わか禮」
（三九九前書きと歌本文）
「なかさ禮」
（四〇七
前書き）
など二二例が見え、 「連」には三九例がある。また『貞
応二年本』 では 「むすほゝ連つゝ」
（六五三）
「ある志連りける人
（八三五前書き）
「秋のうけ連は」
（九三二）
「あは連てふ」
（九四〇）
の四例があるが、 「れ」を「禮」と表記する例は見出せない。
一方『万葉集』中、 「れ」には「礼」で書き表すのが圧倒的
に多く、 「連」を「れ」として用いるのは巻十七
（三九三九）
の
「安連曽久夜思伎〈あれぞくやしき〉 」の一例のみであり、 「禮」を 「れ」 として用いるのも巻五
（八七七）
の 「宇良夫禮遠留尒 〈う
らぶれをるに〉 」の一例のみである。　
三
　「志」の使用例
　「志」は語頭・文頭に多用されることはいうまでもない。文頭では始まる重みを、語頭では分節の切れ目を指示す 役割を持つこと 理解できる。但し、狂歌集で詳細な調査をしたのは
『古今夷曲集』のみであるが、次のように語中・語尾に「志」
を使う、または濁音「じ」として表記する例がある。
①年の内の春の小袖は一志ほの
浅黄とやせんこぞめとやせん
（源重秀朝臣
　
一）
　
②いつとてもよう来たとだにお志やらぬは
　　
をしほのはなて人やあしらふ
（行安
　
六〇）
　
③丹波山毬
いがくり
栗に
る秋はあ連と
住吉浦の春のはまくり
（浄久
　
七六）
その他「お志やらし」
（九一一）
「は志り」
（四〇〇）
「そ志る」
（八二七）
「お志まず」
（八九五）
「むな志」
（和歌追加の序）
など
の語中・語尾に用いる例や「じ」に用いる例があり、 「じ」の表記には濁音専用の万葉仮名を使うわけではなく ③では「志」に濁点を付して「じ」とする。 『吾吟我集』 も語中に「志」を使う例とともに、濁音「じ」に用いる例があり、
④うたひし哥のひ
りなるべし
（序文）
や「そん
やう」などが見え、この事象は、俳諧や西鶴の浮世
草子にも異体仮名に濁点を付して濁音仮名とするのが見えることから、近世では一般的な用字法といえる。『半井卜養狂歌』では、⑤ちやう志ゆんのとくをそなへて南
なんそうくわ
宗花
はしめてひらく寺も繁
はん
昌じやう
（二六）
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と詠み、 「朝春」の熟語の後部の単語の頭に「志」を用いる例がある。このような熟語の後部、或いは複合語の後部構成要素の頭に「志」を置く、あるいは、語中・語尾に使う例はほかにも見ることができる。　
小松英雄氏（二〇〇六）は、 濁音仮名に関して、 『古今和歌集』
の「かかりひの
　
かけとなるみの
　
わひしきは
　
なかれてした
に
　
もゆるなりけり」
（恋一・五三〇）
を例に挙げ、
「なかれてしたにもゆるなりけり」という仮名連鎖に、 「流れて下に燃 と「泣かれて下に燃ゆるなりけり」とが重ね合わせられている。こういう重ね合わせを可能にしたのは、上代の借字のように「加／賀」を書き分ける方式と違って、新たに形成さ た表音文字の体系では、仮名「か」が、カ／ガのいずれをも表わしたからである。逆にとらえるなら 平安時代の和歌は、音声的かつ線条的に実現される言語としてではなく、清音と濁 とを区別しない仮名の連鎖として作 れ、そして 読まれたものである
（（1
（
。
と述べられている。因みに『古今和歌集』の写本では、 「志」に次のような語中・語尾に使う用例があるが、近世の狂歌集のよう 「志」に濁点を付すことはない。
○『嘉禄二年本』
： 「ふり志きぬ」
（二八七）
「戀志き」
（五五四）
「な
志」
（一〇八七）
○ 『蒔絵小箱三代集本』
： 「か志ら」
（八）
「春志も」
（二六）
「すへ志」
（一六七）
「関志」
（三七四）
「申志」
（三七七
「かはか志」
（四〇一）
「いはつゝ志」
（四九五）
「月よゝ志」
（六九二）
「ぬ志」
（八七三）
「御
覧志に」
（九二〇）
「たま志ひ」
（九九二）
「おさおさ志く」
（一〇〇三）
○『貞応二年本』
： 「う志ろめたく」
（二三七）
以上は語中・語尾に「志」を置く例であり、概ね行頭・語頭
では「志」を使うと考えられるのだが、 『貞応二年本』には行頭に平仮名「し」を置く例がある。
⑥したにのみこふれはくるしたまのをの
たえて見たれむ人なとかめそ
（とものり
　
六六七）
これは右横の六六六番の行頭に「志らかは 」とあるので、
行頭に同字が隣接するのを回避するための配慮とも考えられるが、もう一例一〇七三番の行頭に平仮名「し を用い 例があり、その両横の行頭は「水」 「神」なのでそ も限 ないようである。
以上、狂歌三本と『古今和歌集』の三種の写本での異体仮名
四字の使用状況をまとめたのが次の表である。この表は相対的に見て、◎は多用される場合、○は用例があ が少数、× 用
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例なし、であることを示す。この表で、 『嘉禄二年本』と『貞応二年本』が同じ傾向を示すことは当然なのかもしれないが、 『半井卜養狂歌』 と 『蒔絵小箱三代集本』の傾向が同じであることには興味深く、 『蒔絵小箱三代
集本』の書写者を知りたいところである。
藤原定家の文字遣いについては、小松英雄氏（一九九八）が
定家筆の仮名文テクスト所用の仮名を、それぞれの機能に応じて、 「基本字体」と「補助字体」の二種に分類され、 前者では「特別の制約が加わらない場合に使用される字体。現行の平仮名と類似し、あるいは一致するものも多い。 」と述べられてい
（（1
（
。
また、後者の「補助字体」では、
同一字体の隣接を避けたり、語頭に使用されたり、あるいは、一つの語が行末／行頭に分かれる場合にハイフンと同じ機能で行頭に使用されるなど、視覚的変化を与える目的で使用される字体。基本字体との差異をきわ立たせるため
に、別字源で、行書体、ないし、それに近い書体のものが多い。条件によっては、二次的補助字体にも使用される。
と記述がある。
本稿の狂歌集の中でも、 「視覚的変化を与える目的」 「基本
字体との差異をきわ立たせる」などに異体仮名を使用すると考えられる点は見ることができる。
終わりに
　
平仮名成立後も中世の『古今和歌集』の写本に異体仮名が使
用され、さらに近世の狂歌・俳諧の表記に継承され 伝統的な文字遣いの実態が認められた。本稿で述べて たような画数の多い異体仮名を何故用いるのかを考えてみると、 「羅」 「勢」 「禮」「連」の中には、㈠画数の さが威厳を感じさせることと字義を合わせて 尊敬・
謙譲を表すのに都合が良い。
㈡判読の利便性をもたらす機能がある。㈢視覚的変化を与える目的がある。などがあり、美的表現を志向しない作品では、平仮名 基本字形を中心とした書記法よりも、異体仮名を用いる表記法では視
古今和歌集 狂歌集
蒔絵小箱三代集本貞応二年本嘉禄二年本半井卜養狂歌吾吟我集古今夷曲集
◎ × × ◎ ○ ○ 羅
○ ○ ○ ○ × ◎ 勢
◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 連
◎ × × ◎ ○ × 禮
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覚的効果があり、このような表記法は、現在の漢字と平仮名を混淆する書記方法と共通するものがあると考えられる。 つまり、アクセントとして異体仮名を置くことにより、語のまとまりがわかりやすくなり、文意の理解に役立つ利点がある。　
乾善彦氏（二〇〇三）の「 『万葉集』の「書き様」と万葉用
字法研究史」では『万葉集』の用字法について詳細な言及があり
（（2
（
、それが、近世の異体仮名の文字遣いとは直接的関連性はな
いとしても、 異体仮名に使われ 文字とこ ばの対応において、何らかの関わりがあり、漢字が持つ義を捨象してしまうのではなく、その場面、そのことばに適応する異体仮名が採択されことがあるのは確かである。　
以上、一字に複数の異体仮名がある中で、どの字種で表記す
るか、その使用状況は、それぞれ 筆者による程度差があり、筆者個人が意図する文字遣いであって、統一されているわけではない。このような異体仮名を多用する表記形式が、美的効果を求め 律文において、いつの時代まで続くのか また、今回の四字以外にも「婦（ふ） 」 「堂（た） 」 「満（ま） 」 「類（る） 」などの画数の多い異体仮名が用いられ ことについても調査する必要があると考えてい 。　　　　　　
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